
旧国立駅舎運営連絡会（令和7年度第1回）  
国立市　生活環境部 まちの振興課 

日時　　令和8年1月14日（水曜日） 午後７時から  

場所　　旧国立駅舎 展示室  

1 

� １．出席者紹介  

� ２．旧国立駅舎運営連絡会について  

� ３．旧国立駅舎利活用リポート  

� ４．国立駅南口駅前広場基本設計(案)検討状況報告  

� ５．国立駅開業100周年記念事業について  

� ６．今期の旧国立駅舎運営連絡会  

本日の流れ  

� 次回は令和8年3月3日（火曜日）午後7時～　旧国立駅舎  展示室
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旧国立駅舎運営連絡会について  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第1期(令和元年12月1日から令和3年3月31日まで)
・オープニングイベントについて 

・旧国立駅舎活用のアイデア出し 

・1、3、10年後の旧国立駅舎と国立のまちの姿 

・将来像実現に向けて 

・旧国立駅舎周辺の検討について 

・事前相談等の改善検討、ロールプレイ 

第3期(令和5年4月1日から令和7年3月31日まで)
・旧駅舎をジャックするようなイベント、テーマをきめてプログラムを開催　→ 「ドーナッツパーク（令和6年3月)」 

・国立駅南口駅前広場整備に向けた市民参加型ワークショップ「くにたちえきひろ大学」に参加 

・国立駅南口駅前広場の管理運営について 

・旧国立駅舎植栽の落ち葉・ごみ拾い 

第2期(令和3年4月1日から令和5年3月31日まで)
・旧国立駅舎周辺の整備、旧国立駅舎と東西広場の活用について 

・令和3年11月のイベントについて　→ 「ウォールメッセージ」 

・東西広場・円形公園整備のアンケート、基本方針素案について 

・旧国立駅舎イベント開催者等をゲストに呼ぶ 

・令和4年11月のイベント　→ 「らくがきひろば」 

これまでの旧国立駅舎運営連絡会  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事業の概要  

国立大学町の開発では、谷保村北部の広大な雑木林を切り開

き整然とした区画がつくられ、中央線の駅が開設されました。赤

い三角屋根駅舎の国立駅は大正15（1926）年4月１日に開業し、

その意匠が特徴的なこともあり、当初から「まちのシンボル」と

なって住民に親しまれてきました。  

駅舎は平成18（2006）年に中央線の高架化に伴い解体されるま

での間、「通勤・通学する人々」や「まちの変遷」を見守り続け、

令和2（2020）年に創建当時の姿で旧国立駅舎として再築され、

令和8（2026）年には国立大学町開発の起点ともいえる国立駅開

業から100年を迎えます。  

本事業は、まちづくりの節目である100周年を記念しお祝いする

とともに、まちの人々が主体となり、市民のために、そして次の

100年に向けて、様々なイベントを開催してまちを盛り上げていく

ことを検討しています。  

概国立駅開業100周年記念事業実行委員会  

国立駅開業100周年記念事業について①  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国立駅開業100周年記念事業について②  

2026年中は100周年イヤーとし

て、4/18-19以外にも実行委員

会が主催する他のイベントや、

100周年関連企画について多数

検討中です。 

まずは2026年4月にオープニングイベント(仮称)を開催予定  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今後の旧国立駅舎運営連絡会 ・原則、委嘱のときに通算 6年を超過していないこと
・令和8年度の予算案：年 3回から年 2回へ（予定）

1/14 R7第1回 

R7(2025)年度   R8(2026)年度   R9(2027)年度  

3/3 R7第2回 

6月以降 R8第1回 

R8第2回 

R9第1回 

第4期委員の任期：令和7年10月1日から令和9年9月30日まで  

国立駅開業100周年記念期間  
4月～11月(仮)  

南口駅前広場 整備工事  
R9年度～R10年度(予定)  


